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報
告
三

独
禁
法
の
課
題
と
最
近
の
変
遷
の
特
徴

!
日
韓
両
国
の
比
較
法
的
考
察
i

序
に
か
え
て

東アジア文化と近代法

日
韓
両
国
間
の
経
済
交
流
は
、
こ
れ
ま
で
長
い
問
、
活
発
で
あ
っ
た
し
、

こ
れ
か
ら
先
は
も
っ
と
幅
広
く
密
接
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
な
に

よ
り
も
、
地
理
的
関
係
か
ら
し
て
両
国
の
深
い
つ
な
が
り
は
必
然
的
な
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
に
、
世
界
化
の
潮
流
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
交
流
に
密
度

を
加
え
る
こ
と
は
、
自
然
の
勢
い
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
経

済
的
環
境
で
は
、
国
の
競
争
政
策
の
如
何
が
、
こ
れ
ら
の
経
済
交
流
に
与

え
る
影
響
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
競
争
政

策
の
具
体
的
な
実
施
で
あ
る
と
こ
ろ
の
競
争
法
、
即
ち
、
両
国
の
独
占
禁

止
法
の
比
較
法
的
研
究
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
日
韓
比
較
文
化
研
究
会
、
経
済
法
研
究
班
で
報
告
さ
れ
た

孫

珠

E賛

研
究
の
中
で
、
日
韓
両
国
の

H

独
占
禁
止
法
の
課
題
と
競
争
政
策
ヘ

H

独

占
禁
止
法
の
最
近
の
改
正
H

及
び
か
不
公
正
な
取
引
H

に
か
ん
す
る
部
分

だ
け
に
対
象
を
し
ぼ
っ
て
、
両
国
の
制
度
を
比
較
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ

と
に
す
る
。
順
序
と
し
て
は
、
先
づ
、
両
国
の
独
禁
法
制
度
の
背
景
の
差

異
を
の
べ
、
つ
づ
い
て
、
本
論
と
し
て
上
述
の
三
つ
の
問
題
の
順
に
し
た

が
っ
て
の
べ
る
こ
と
に
す
る
。
つ
い
で
、

H

独
禁
法
の
最
近
の
改
正
μ

で、

か
持
株
会
社
の
解
禁
ヘ

H

財
閥
政
策
と
独
占
禁
止
法
u

及
び

η

公
取
委
の

組
織
強
化
・
執
行
力
の
強
化
μ

を
別
の
項
に
扱
っ
た
の
は
、
こ
の
部
分
が
、

と
く
に
、
重
要
な
改
正
で
あ
る
と
思
い
、
ま
た
、
報
告
の
内
容
も
考
慮
し
、

と
り
た
て
て
論
ず
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
.
る
。
更
に
、

H

不

公
正
な
取
引
H

を
別
項
に
し
た
の
は
、
韓
国
の
場
合
、
改
正
の
内
容
が
多

岐
に
百
一
る
こ
と
の
外
に
、
報
告
の
内
容
の
特
殊
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
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料

独
占
禁
止
法
制
定
の
背
景

1 

資

ω経
済
憲
法
と
も
い
わ
れ
る
独
占
禁
止
法
(
「
私
的
独
占
の
禁
止
及
ぴ

公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
)
(
韓
国
の
「
独
占
規
制
及
び
公
正
取

引
に
関
す
る
法
律
」
)
(
以
下

w
独
占
規
制
法
μ

と
も
い
う
)
の
制
定
の
背

景
は
、
日
本
と
韓
国
と
で
全
然
、
異
っ
て
い
る
。
即
ち
、
日
本
の
独
禁
法

は
、
終
戦
後
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
遠
国
の
占
領
政
策
と
し
て
強
力
に

推
進
さ
れ
た
経
済
民
主
化
の
一
環
と
し
て
、
い
わ
ば
、
お
し
つ
け
ら
れ
て

(
l
)
 

制
定
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
韓
国
の
独
占
規
制

法
は
、
大
企
業
規
制
の
必
要
か
ら
、
政
府
(
当
時
の
経
済
企
画
院
)
に
依
っ

て
其
の
立
法
が
推
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
韓
国
の
独
占
規
制

法
は
、
一
九
六
三
年
の
、
所
謂
、
三
粉
事
件
に
端
を
発
し
た
、
か
公
正
去

来
(
取
引
)
法
H

の
試
案
を
鳴
次
と
し
、
数
次
に
亘
る
財
界
の
阻
止
を
う

け
な
が
ら
、
長
い
あ
い
だ
の
強
い
逆
風
の
中
で
、
一
九
八
O
年
、
か
独
占

規
制
及
び
公
正
去
来
(
取
引
)
に
関
す
る
法
律
ο

と
し
て
制
定
さ
れ
る
に

(
2
)
 

至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
、
規
制
の
主
体
で
あ
る
べ
き
政

府
と
、
そ
の
客
体
で
あ
る
べ
き
、
大
企
業
に
依
る
業
界
と
の
対
立
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
成
果
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
の
力
関
係
は
、
其
の

後
の
度
か
さ
な
る
改
正
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
も
み
ら
れ
る
。

川
し
か
し
な
が
ら
、
両
国
の
立
法
目
的
は
競
争
法
と
し
て
、
お
よ
そ
共

通
し
て
い
る
と
い
え
る
。
日
本
の
独
禁
法
の
目
的
は
一
線
に
定
め
ら
れ
て

い
る
通
り
、
①
規
制
の
主
な
な
い
よ
う
と
そ
の
手
法
、
②
独
禁
法
の
国
有

の
目
的
と
し
て
の
、
か
公
正
か
っ
自
由
な
競
争
の
促
進
μ

と
③
独
禁
法
の

窮
極
の
目
的
と
し
て
の
、

H

一
般
消
費
者
の
利
益
の
確
保
μ

で
あ
る
と
分

(3) 

析
さ
れ
て
い
る
が
、
韓
国
の
独
占
規
制
法
の
一
候
で
う
た
わ
れ
て
い
る
目

(4) 

的
も
、
そ
の
趣
旨
は
、
ほ
ぼ
、
同
じ
よ
う
に
み
て
い
い
と
お
も
う
。

同
と
こ
ろ
が
、
立
法
当
時
の
独
禁
法
の
こ
の
よ
う
な
目
的
、
ひ
い
て
は
、

そ
の
機
能
の
面
で
は
必
ず
し
も
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う

で
あ
る
。
即
ち
、
日
本
の
独
禁
法
の
場
合
は
、
制
定
当
時
は
、
既
存
の
財

閥
の
解
体
や
、
巨
大
企
業
の
分
割
な
ど
の
措
置
は
、
占
領
軍
の
管
理
下
に
、

別
の
占
領
法
規
に
基
い
て
行
わ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
戦
後
の
立
法
当
時

は
、
法
律
の
機
能
す
る
余
地
は
、
現
実
に
は
、
殆
ん
ど
な
か
っ
た
と
の
指

(5) 

摘
で
あ
る
。
こ
の
外
に
、
所
謂
、
原
始
独
占
禁
止
法
に
対
し
て
は
、
日
本

の
経
済
力
を
弱
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
当
時
の
日
本
の
経
済

は
疲
弊
し
て
い
て
、
そ
の
自
律
的
運
営
が
む
ず
か
し
か
っ
た
と
い
う
事
情

(6) 

な
ど
が
指
摘
・
批
判
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
わ
せ
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
た
い
し
、
韓
国
の
独
占
規
制
法
の
場
合
は
、
施
行
後
、
す
ぐ
に
現

(
7
)
 

実
に
動
き
出
し
て
い
る
。
以
上
の
違
い
は
、
立
法
の
動
機
乃
至
背
景
の
差

異
も
そ
の
一
因
で
あ
ろ
、
つ
。
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2 

独
占
禁
止
法
の
課
題
と
競
争
政
策

(1) 

競
争
政
策
と
狼
占
禁
止
法

東アジア文化と近代法

川
前
述
の
通
り
、
市
場
の
H

公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を
促
進
H

す
る
こ

と
は
、
独
禁
法
の
固
有
の
目
的
で
あ
る
。
「
物
の
価
格
が
市
場
に
お
け
る

自
由
な
競
争
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
独
禁
法
の
最
大
の
眼

目
で
あ
っ
て
、
価
格
の
形
成
に
行
政
が
み
だ
り
に
介
入
す
べ
き
で
な
い
;
;
」

(8) 

と
の
日
本
の
最
高
裁
の
判
決
も
、
こ
の
法
の
趣
旨
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、(9) 

独
占
禁
止
法
は
、
自
由
競
争
経
済
を
支
え
る
基
本
法
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

ωと
こ
ろ
で
、
日
本
で
は
、
最
近
、
こ
の
競
争
を
弊
害
の
原
因
と
み
る

競
争
観
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
稗
貫
俊
文
教
授
に
よ
れ
ば
、
「
も
と

も
と
競
争
政
策
の
傍
統
が
な
く
、
そ
の
効
用
を
認
め
な
い
日
本
で
は
、
競

争
に
よ
る
非
効
率
企
業
の
撤
退
や
倒
産
を
弊
害
と
み
な
す
傾
向
が
強
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
産
業
政
策
当
局
は
、
過
当
競
争
に
よ
る
市
況
の
悪
化
に

(
日
)

対
し
て
、
官
民
強
調
の
投
資
調
整
・
生
産
調
整
カ
ル
テ
ル
対
応
し
た
。
」

「
日
本
の
産
業
政
策
は
、
国
内
産
業
の
保
護
育
成
と
一
雇
用
の
確
保
を
、
さ

ら
に
産
業
の
国
際
競
争
利
木
の
強
化
を
目
標
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

手
法
が
官
民
協
調
で
あ
り
、
官
民
強
調
は
戦
後
の
日
本
の
経
済
発
展
を
特

徴
づ
け
て
き
た
。
」
、
「
官
民
協
調
の
残
存
物
が
払
拭
さ
れ
な
け
れ
ば
、
日

本
の
競
争
政
策
を
支
え
る
法
意
識
は
形
成
さ
れ
な
い
。
」

0

以
上
の
様
な
観

察
か
ら
、
稗
貫
教
授
は
、
次
の
様
に
結
ん
で
お
ら
れ
る
。
「
官
民
協
調
の

慣
行
は
地
方
自
治
団
体
を
含
め
て
ま
だ
残
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
競
争
政

策
の
実
現
は
、
一
二
世
紀
の
課
題
と
し
て
持
ち
越
さ
れ
た
。
そ
れ
に
と
も

な
っ
て
、
競
争
政
策
を
支
え
る
法
意
識
の
形
成
も
今
後
の
課
題
と
し
て
持

(
日
)

ち
越
さ
れ
た
」
と
。

H

戦
後
の
対
日
直
接
投
資
の
規
制
と
競
争
政
策
μ

に

し
ぼ
ら
れ
た
問
題
で
は
あ
る
が
、
傾
聴
す
べ
き
洞
察
で
あ
る
。

同
ひ
る
、
か
え
っ
て
韓
国
の
場
合
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
先
ず
、
共
同
研
究
会
に
於
け
る
、
李
南
基
副
委
員
長
(
韓
国
公
取
委
)

の
報
告
つ
韓
国
企
業
構
造
調
整
の
推
進
と
競
争
政
策
の
役
割
乙
(
一
九

九
九
年
八
月
一
一
一
一
一
日
)
の
中
か
ら
、
か
経
済
危
機
の
克
服
と
韓
国
公
正
取

引
委
員
会
の
役
割
μ

と
し
て
の
、
万
競
争
政
策
の
樹
立
μ

を
引
用
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
報
告
に
依
れ
ば
、
「
韓
国
の
公
正
取
引
委
員
会
は
、
競
争
法

違
反
に
対
す
る
審
議
決
定
だ
け
で
な
く
、
経
済
各
部
門
に
わ
た
っ
て
競
争

政
策
を
樹
立
し
、
反
映
す
る
機
能
を
担
当
す
る
点
か
ら
、
他
国
の
競
争
当

局
に
比
べ
て
業
務
領
域
が
広
範
囲
で
あ
り
、
権
限
が
強
い
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。
例
え
ば
、
委
員
長
は
国
務
会
議
に
出
席
し
、
経
済
政
策
の
全
般
に

対
す
る
意
見
提
示
は
勿
論
、
他
の
部
所
(
省
庁
)
の
所
管
に
ぞ
く
す
る
競

争
制
限
的
法
令
に
対
す
る
調
整
を
通
じ
て
、
名
実
と
も
に
競
争
主
唱
者
の

役
割
を
遂
行
し
て
い
る
」
と
、
の
べ
ら
れ
た
。

北法51(6・169)2041



キヰ

制
こ
れ
と
関
連
し
て
敷
街
す
べ
き
こ
と
は
、
現
行
独
占
規
制
法
六
三
候

[
競
争
制
限
的
な
法
令
の
制
定
の
協
議
等
]
の
問
題
点
の
指
摘
と
こ
れ
に

対
す
る
改
善
方
案
の
処
理
で
あ
る
。
先
ず
、
六
三
僚
の
内
容
を
引
用
す
る

こ
と
に
す
る
。
「
①
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
事
業
者
の
価
格
・
取
引
傑

件
の
決
定
・
市
場
進
入
又
は
事
業
活
動
の
制
限
、
不
当
な
共
同
行
為
も
し

く
は
事
業
団
体
の
禁
止
行
為
等
、
競
争
制
限
事
項
を
内
容
と
す
る
法
令
を

制
定
ま
た
は
改
正
す
る
か
、
も
し
く
は
、
事
業
者
ま
た
は
事
業
者
団
体
に

た
い
し
て
競
争
制
限
事
項
を
内
容
と
す
る
、
承
認
其
の
他
の
処
分
を
す
る

場
合
に
は
、
事
前
に
公
正
取
引
委
員
会
と
合
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
競
争
制
限
事
項
を
内
容
と
す
る
、
例
規
・
告

示
等
を
制
定
ま
た
は
改
正
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
公
正
取
引
委
員
会
に

通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
第
一
項
の
規

定
に
依
る
競
争
制
限
事
項
を
内
容
と
す
る
承
認
其
の
他
の
処
分
を
す
る
場

合
に
は
、
そ
の
処
分
の
内
容
を
事
前
に
公
正
取
引
委
員
会
に
通
報
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
④
(
省
略
)
」
。

こ
の
六
三
僚
の
規
定
に
た
い
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
即
ち
、
独
占
規
制
法
の
改
正
の
為
め
の
民
官
合
同
委
員
会
よ
り
、

伊
関
係
行
政
機
関
が
協
助
し
な
い
場
合
に
は
、
競
争
制
限
的
法
令
等
に
対

す
る
公
取
委
の
協
議
・
改
善
機
能
の
実
効
性
が
無
い
ω

と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
改
善
方
案
と
し
て
は
、
公
取
委
の
協
助
要
請
を
受
け
た
関
係
行

資

政
機
関
は
、
此
れ
に
応
ず
る
義
務
を
お
う
こ
と
に
す
べ
き
だ
と
の
提
案
で
似つ

&

あ
っ
た
つ

5
.
競
争
制
限
的
法
令
の
事
前
協
議
(
法
六
三
保
)

U

)

(

一

九

川

(ロ)

九
八
年
八
月
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
、
六
三
僚
の
改
正
の
提
案
は
、

6

一
九
九
九
年
二
月
五
日
に
公
布
さ
れ
た
法
改
正
に
は
反
影
さ
れ
な
か
っ
た
。
釘

判
中
山
武
憲
教
授
は
、
「
大
競
争
時
代
に
お
け
る
韓
国
競
争
政
策
」
と
北

題
す
る
論
文
の
中
で
、
九
0
年
代
に
入
っ
て
以
降
の
韓
国
の
独
禁
法
の
改

正
を
、
①
競
争
政
策
の
強
化
策
、
②
競
争
的
環
境
整
備
策
、
①
企
業
体
質

強
化
策
、
④
国
際
化
対
応
規
制
緩
和
策
、
⑤
国
際
化
対
応
企
業
支
援
策
及

び
、
⑤
競
争
制
限
的
施
策
と
い
う
よ
う
に
、
整
理
・
分
析
し
て
お
ら
れ
る
。

(
日
)

(
一
九
九
八
年
七
月
)
。
微
に
入
り
細
を
う
か
が
っ
た
正
確
な
分
析
だ
と

お
も
う
。

制
一
方
、
競
争
政
策
に
就
い
て
は
、
多
者
次
元
的
立
場
及
び
双
務
次
元

的
立
場
か
ら
の
国
際
競
争
政
策
の
研
究
も
み
う
け
ら
れ
る
。
李
南
北
借
副
委

員
長
に
よ
れ
ば
、
各
国
の
国
内
競
争
法
の
相
違
か
ら
生
ず
る
問
題
に
つ
い

て
の
、
。
開
向
。
・

24n叶
〉
む
等
に
よ
る
、
競
争
政
策
の
国
際
規
範
化
の

活
発
な
論
議
が
検
討
さ
れ
、
又
、
双
務
次
元
的
立
場
か
ら
は
、
主
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
に
よ
る

E
U
-
日
本
・
韓
国
等
と
の
個
別
的
な
協
商
を
通
じ
て
、

(
は
)

問
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

(2) 

独
占
禁
止
法
と
憲
法
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川
経
済
憲
法
と
も
い
は
れ
る
、
独
禁
法
と
憲
法
と
の
関
係
に
う
つ
る
こ

と
に
す
る
。
厚
火
口
裏
児
教
授
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
か
日
本
の
独
占
禁
止
法

と
憲
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
職
業
選
択
の
自
由
に
営
業
の
自
由
が
保

障
さ
れ
て
お
り
、
独
占
禁
止
法
の
営
業
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
、

つ
ま
り
、
国
{
永
か
ら
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
H

と
、
述
べ
て
お

ら
れ
る
。
報
告
は
、
さ
ら
に
、
ご
」
れ
に
対
し
て
、
憲
法
上
の
自
由
を
国

{
永
か
ら
の
自
由
の
ほ
か
に
、
国
家
に
よ
る
自
由
と
い
う
考
え
方
を
取
り
入

れ
、
独
占
禁
止
法
は
国
家
に
よ
る
自
由
を
保
障
す
る
法
で
あ
る
と
の
説
も

(
日
)

出
て
き
て
い
る
H

と
敷
街
し
て
お
ら
れ
る
。

ωこ
れ
に
対
し
、
韓
国
の
憲
法
は
、
日
本
の
憲
法
と
違
っ
て
、
経
済
条

項
(
第
九
章
)
な
る
規
定
を
お
い
て
い
る
。
即
ち
、
一
一
九
僚
に
よ
れ
ば
、

「
①
大
韓
民
国
の
経
済
秩
序
は
、
個
人
と
企
業
の
経
済
上
の
自
由
と
創
意

を
尊
重
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
②
国
家
は
、
均
衡
的
な
国
民
経
済
の

成
長
と
安
定
お
よ
び
適
正
な
所
得
の
分
配
を
維
持
し
、
市
場
の
支
配
と
経

済
力
の
濫
用
を
防
止
し
、
経
済
主
体
問
の
調
和
に
よ
る
経
済
の
民
、
主
化
の

為
め
に
経
済
に
関
す
る
規
制
と
調
整
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し

て
い
る
。
此
の
中
、

H

市
場
の
支
配
と
経
済
力
の
濫
用
を
防
止
し
、
経
済

主
体
聞
の
調
和
に
よ
る
経
済
の
民
主
化
の
為
め
に
経
済
に
関
す
る
規
制
と

調
整
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
μ

と
い
う
部
分
は
、
韓
国
独
占
規
制
法
一
僚

の
趣
旨
に
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
厚
谷
教
授
は
、
「
独
占
禁
止
法
と
憲
法
」
と
題
し
た
上
掲
の
報
告
で
、

次
の
よ
う
な
諸
問
題
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
(
一
九
九
八
・
二
・
一
一
一
)
ご
」

の
テ
l
マ
(
「
独
占
禁
止
法
と
憲
法
」
)
を
え
ら
ん
だ
の
は
、
独
占
禁
止
法

を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
憲
法
論
議
が
行
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
H

あ
り
、
問
題

と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
の
は
、
か
①
実
質
的
証
擦
の
原
則
が
認
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
公
正
取
引
委
員
会
の
審
決
は
行
政
機
関
に
よ
る
終
審
裁
判

で
は
な
い
か
。
②
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
の
第
一
審
が
東
京
高
裁
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
二
審
制
で
あ
り
、
法
の
下
の
平
等
に
反
し
な
い
か
。
③
不

当
な
取
引
制
限
の
成
立
要
件
で
あ
る
「
競
争
の
実
質
的
制
限
」
が
抽
象
的

で
罪
刑
法
定
主
義
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
④
価
格
カ
ル
テ
ル
に
課
す

る
課
徴
金
と
刑
事
罰
が
二
重
の
処
刑
に
当
る
の
で
は
な
い
か
。
⑤
不
公
正

な
取
引
方
法
を
公
正
取
引
委
員
会
が
指
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
指
定

で
き
る
範
囲
が
委
任
立
法
と
し
て
は
広
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
@
さ
ら

に
、
公
正
取
引
委
員
会
が
内
閣
か
ら
独
立
し
て
い
る
の
は
違
憲
で
は
な
い

(
凶
)

か
な
ど
と
い
う
問
題
H

で
あ
る
。
厚
谷
教
授
の
御
指
摘
の
よ
う
に
、
一
つ

の
法
律
で
、
こ
れ
だ
け
憲
法
違
反
論
が
続
出
し
た
法
律
は
ほ
か
に
な
い
で

あ
ろ
、
っ
。

北法51(6・171)2043

こ
の
中
、
②
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
韓
国
独
占
規
制
法
五
五
条
に
よ
り
、

公
取
委
の
処
分
に
た
い
す
る
不
服
の
訴
え
(
同
報
五
五
条
)
は
、
ソ
ウ
ル

高
等
法
院
(
二
審
裁
判
所
)
の
専
属
管
轄
に
ぞ
く
す
る
の
で
同
じ
よ
う
な



料

」
と
が
、

資

一
応
、
問
題
に
な
り
う
る
。
ま
た
、
③
に
該
当
す
る
「
競
争
の

実
質
的
制
限
」
に
つ
い
て
は
、
韓
国
独
占
規
制
法
七
俊
一
項
に
よ
り
、
制

限
さ
れ
る
企
業
結
合
の
要
件
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
二
傑
(
定
義
)

八
号
の
二
に
、
定
義
規
定
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
い
ま
ま
で
概
念
が

抽
象
的
で
、
罪
刑
法
定
主
義
に
反
す
る
と
の
指
摘
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

④
の
過
徴
金
制
度
は
、
韓
国
独
占
規
制
法
六
条
、
十
七
条
、
二
二
条
、
二

四
条
の
二
等
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
六
六
条
以
下
に
罰
則
が
定
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
理
論
上
、
二
重
の
処
罰
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
問
題
が

生
ず
る
余
地
が
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、
今
の
所
、
②
、
①
及
び
@
の

問
題
と
と
も
に
、
論
議
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
日

本
の
独
禁
法
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
韓
国
の

独
占
規
制
法
に
つ
い
て
も
、
一
応
、
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
と
違
っ
て
、
⑤
の
、
不
公
正
な
取
引
行
為
の
類
型
も
し
く
は
基
準

に
つ
い
て
は
、
も
と
は
、
公
取
委
が
定
め
て
公
示
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

た
の
が
(
改
正
前
二
三
条
二
項
)
、
一
九
九
六
年
二
一
月
三
O
日
の
法
改

正
に
依
り
、
大
統
領
令
(
施
行
令
)
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
(
一
一
一
一
一
条

二
項
)
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
上
述
の
よ
う
な
問
題
は
、
生
ず

る
余
地
が
な
い
。
そ
の
外
、
①
に
該
当
す
る
規
定
は
、
韓
国
独
占
規
制
法

に
は
な
い
。

3 

独
占
規
制
法
の
最
近
の
改
正

北法51(6・172)2044 

(1) 

主
要
な
改
正
事
項

川
韓
国
の
独
占
規
制
法
は
、
最
近
、
数
年
間
、
数
次
に
亘
っ
て
可
成
り

重
要
な
改
正
を
施
し
て
い
る
。
研
究
会
で
報
告
さ
れ
た
部
分
は
、
第
五
次

ご
九
九
六
年
)
、
第
六
次
(
一
九
九
八
年
)
、
第
七
次
(
一
九
九
九
年
二

月
八
日
公
布
)
(
一
九
九
九
年
四
月
一
日
施
行
)
及
び
第
八
次
(
一
九
九

九
年
二
一
月
二
四
日
公
布
)
(
二

0
0
0
年
四
月
一
臼
施
行
)
と
四
次
に

わ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
九
九
年
に
は
、
二
度
も
改
正
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
、
主
要
な
改
正
事
項
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

先
づ
、
第
五
次
改
正
で
は
、
①
独
禁
法
の
適
用
範
囲
の
拡
大
(
金
融
・

保
険
事
業
者
に
対
す
る
適
用
除
外
を
認
め
た
六
一
条
を
削
除
)
、
②
経
済

力
集
中
を
抑
制
す
る
施
策
の
実
数
性
の
高
揚
・
独
寡
占
市
場
構
造
の
改
善

(
法
三
条
、
一

O
条
の
二
、
十
四
条
の
二

i
十
四
条
の
四
等
)
、
③
企
業

結
合
制
限
制
度
の
整
備
(
七
条
一
項
・
四
項
、
施
行
令
十
一
条
一
現
、
法

十
二
条
、
施
行
令
十
二
条
、
法
十
二
条
等
)
、
④
不
当
な
共
同
行
為
及
び

不
公
正
取
引
行
為
の
規
制
の
強
化
(
法
二
二
条
の
二
、
二
三
条
等
)
、
⑤

法
執
行
の
実
妓
牲
を
確
保
す
る
為
め
の
制
度
の
補
完
(
法
二
八
条
二
項
、

コ
二
条
の
二
、
三
四
条
の
二
、
六
条
、
七
一
条
二
項
・
三
項
等
)
、
@
公
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取
委
の
運
営
の
放
率
化
・
公
正
性
の
高
揚
な
ど
(
法
三
五
条
二
項
、
一
二
七

条
の
二
、
三
七
条
の
三
、
五
三
条
の
二
等
)
に
か
ん
す
る
規
定
の
改
正

(
げ
)

(
一
部
新
設
)
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
六
次
改
正
の
主
要
な
内
容
と
し
て
は
、
①
大
規
模
企
業
集
団
に
属
す

る
会
社
の
系
列
会
社
に
対
す
る
出
資
総
額
制
限
の
撤
廃
(
一
O
条
の
削
除
)

と
②
債
務
保
証
制
限
大
規
模
企
業
集
団
に
属
す
る
会
社
の
系
列
会
社
に
対

(
日
)

す
る
債
務
保
証
の
禁
止
(
一
O
条
の
二
)
が
最
も
重
要
な
改
正
で
あ
る
。

第
七
次
改
正
で
は
、
①
法
適
用
を
、
つ
け
る
事
業
者
の
範
囲
を
、
制
限
的

列
学
主
義
よ
り
包
括
主
義
に
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
拡
大
し
た
こ
と

(
二
条
一
号
)
、
②
市
場
支
配
的
事
業
者
の
推
定
(
四
条
)
、
③
市
場
支
配

的
事
業
者
の
範
囲
の
改
正
(
売
上
高
な
ど
が
一
O
億
ウ
ォ
ン
未
満
の
事
業

者
は
除
外
)
(
二
条
七
号
)
、
④
市
場
支
配
的
事
業
者
の
指
定
・
公
示
制
度

の
廃
止
(
奮
法
四
条
)
、
⑤
公
取
委
の
資
料
提
出
要
求
権
(
三
条
四
項
)
、

@
持
株
会
社
の
許
容
(
八
条
、
八
条
の
二
、
八
条
の
一
二
)
、
⑦
企
業
結
合

の
例
外
を
認
め
る
方
式
の
改
正
(
七
条
一
項
但
書
、
二
項
)
、
⑧
実
質
的

競
争
制
限
の
推
定
(
七
条
四
項
)
、
⑨
大
規
模
企
業
集
団
の
系
列
会
社
編

入
の
擬
制
(
一
四
条
の
三
)
、
⑩
履
行
強
制
金
制
度
の
新
設
(
一
七
条
の

一
一
)
、
⑪
事
業
者
団
体
の
申
告
(
届
出
)
制
の
廃
止
(
二
五
条
の
削
除
)
、

⑫
再
販
債
維
持
契
約
の
申
告
を
廃
止
す
る
代
り
に
、
公
取
委
が
契
約
の
内

容
の
修
正
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
(
三
O
条
)
、
⑬

公
取
委
の
金
銭
取
引
情
報
要
求
権
(
五
O
条
五
l
八
項
)
等
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
か
な
り
、
幅
広
い
改
正
で
、
こ
の
外
に
も
改
正
さ
れ
た
条

文
が
少
な
く
な
い
が
、
以
上
が
主
要
な
改
正
事
項
で
あ
る
。
韓
国
の
独
占

規
制
法
は
、
さ
ら
に
改
正
す
べ
く
、
一
九
九
九
年
九
月
一
八
日
付
き
で
立

(
刊
日
)

法
予
告
を
し
て
い
る
。

第
八
次
改
正
は
上
の
立
法
予
告
に
し
た
が
っ
て
の
改
正
で
あ
る
。
①
こ

の
改
正
で
何
よ
り
も
め
だ
つ
の
は
出
資
総
額
の
制
限
で
あ
る
(
出
資
総
額

を
純
資
産
の
二
五
%
に
制
限
す
る
)
(
法
一
O
条
、
施
行
令
一
七
条
の
二
)

(
出
資
総
額
違
反
に
対
す
る
解
消
時
限
な
ら
び
に
経
過
措
置
に
つ
い
て
は

(
却
)

法
一
四
条
三
項
、
附
則
三
条
参
照
)
。
一
九
八
七
年
の
改
正
で
は
じ
め
て

登
場
し
た
こ
の
か
出
資
総
額
の
制
限
。
は
、
そ
の
後
、
一
九
九
五
年
四
月

の
改
正
で
制
限
限
度
額
を
四
O
%
か
ら
二
五
%
に
縮
小
し
、
さ
ら
に
一
九

九
八
年
二
月
の
改
正
で
は

w
出
資
総
額
制
限
。
制
度
を
廃
止
す
る
に
い
た
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
外
資
導
入
に
伴
、
つ
企
業
の
敵
対
的
M
&
S
に
た

い
す
る
経
営
権
の
防
御
を
考
慮
し
て
の
措
置
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
所
謂

三
O
大
企
業
集
団
の
出
資
総
額
が
大
幅
に
増
加
し
、
系
列
会
社
に
対
す
る

有
償
増
資
(
八
・
二
兆
ウ
ォ
ン
)
が
出
資
総
額
の
増
加
額
(
一
二
・
二
兆

ウ
ォ
ン
)
の
三
分
の
こ
を
し
め
る
と
い
う
記
録
を
残
し
、
特
に
五
大
企
業

集
団
の
自
己
系
列
社
へ
の
有
償
増
資
は
顕
著
な
も
の
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
(
七
・
九
兆
ウ
ォ
ン
)
。
以
上
が
此
の
度
の
改
正
に
よ
る
か
出
資

jヒI去51(6・173)2045



事ヰ

(
幻
)

総
額
制
限
。
制
度
復
活
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
出
資
総
額
の
制

限
の
違
反
に
対
す
る
是
正
措
置
が
命
ぜ
ら
れ
(
法
一
六
係
、
法
一
八
俊
一
一
一

項
・
四
項
、
施
行
令
二
三
僚
の
二
)
、
過
徴
金
が
賦
課
さ
れ
る
(
法
一
七

僚
)
。
さ
ら
に
、
重
い
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
(
法
六
六
係
一
項
五
号
)
。
こ

の
出
資
総
額
制
限
の
脱
法
行
為
は
法
一
五
僚
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ば
、
財
閥
企
業
に
対
す
る
規
制
が
そ
れ
だ
け
強
化
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
次
は
、
②
い
わ
ゆ
る
大
規
模
内
部
取
引
に
関
す
る
取
締
役
(
理
事
)

会
の
議
決
お
よ
び
公
示
の
制
度
で
あ
る
(
法
一
一
僚
の
二
、
施
行
令
一
七

条
の
八
)
。
即
ち
、
資
産
総
額
の
順
位
が
一
位
か
ら
一

O
位
ま
で
の
企
業

集
団
に
属
す
る
会
社
(
上
場
・
非
上
場
を
問
わ
な
い
)
の
資
本
金
の
一

O

%
ま
た
は
一

O
O
億
ウ
ォ
ン
以
上
の
か
大
規
模
内
部
取
引
。
は
こ
れ
を
取

締
役
の
議
決
に
対
象
に
し
、
公
示
す
る
こ
と
に
し
た
。
い
わ
ゆ
る
不
嘗
な

内
部
取
引
に
対
す
る
規
制
の
強
化
策
で
あ
る
。
③
不
嘗
支
援
行
為
(
不
公

正
取
引
行
為
)
(
法
二
三
候
一
項
七
号
)
を
し
た
事
業
者
に
対
し
て
公
取

委
が
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
過
徴
金
の
比
率
を
従
前
の
買
上
高
の
一

0
0

分
の
こ
か
ら
一

O
O
分
の
五
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
負
担
を
重
く

し
て
い
る
(
法
二
回
線
の
二
)
0

不
当
支
援
行
為
に
対
す
る
規
制
の
実
数

(
辺
)

を
期
す
る
こ
と
が
改
正
の
目
的
に
な
っ
て
い
る
。

ω日
本
の
独
禁
法
の
そ
の
聞
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
公
取
委
の
組
織
強

化
の
た
め
の
改
正
と
持
株
会
社
解
禁
に
関
す
る
改
正
に
つ
い
て
、
向
田
直

資

(
お
)

範
教
授
の
報
告
が
あ
っ
た
こ
と
は
後
述
す
る
。

北法51(6・174)2046

(2) 

持
株
会
社
の
解
禁

ω日
本
と
韓
国
の
最
近
の
独
禁
法
の
改
正
の
中
で
、
最
も
目
立
つ
も
の

は
、
持
株
会
社
の
解
禁
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
場
合
、
も
と
も
と
、
独
禁
法

九
僚
に
よ
っ
て
、
一
方
で
は
、
持
株
会
社
の
設
立
を
禁
止
し
(
一
項
)
、

他
方
で
は
、
国
内
に
お
い
て
持
株
会
社
と
な
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
(
二

項)。そ
れ
が
、
一
九
九
七
年
(
平
成
九
年
)
一
一
一
月
一
一
日
、
国
会
に
提
出
さ

れ
た
独
禁
法
改
正
法
案
が
、
六
月
一
一
日
に
可
決
・
成
立
し
、
六
月
一
八

日
に
公
布
さ
れ
、
二
一
月
一
七
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
解
禁
さ

れ
た
わ
け
で
あ
る
。

ω等
し
く
、
韓
国
で
も
、
独
禁
法
八
僚
に
依
っ
て
、
持
株
会
社
の
設
立

お
よ
び
転
換
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
即
ち
、
「
誰
で
も
、
株
式
の
所
有
を

通
し
て
国
内
会
社
の
事
業
内
容
の
支
配
を
主
た
る
事
業
と
す
る
会
社

つ
持
株
会
社
乙
を
設
立
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
既
に
設
立
し
た
会
社
を

囲
内
に
お
い
て
持
株
会
社
に
転
換
し
て
は
な
ら
な
い
九
た
だ
、
韓
国
で

は
、
①
法
律
に
よ
っ
て
設
立
す
る
場
合
と
、
②
外
資
導
入
法
に
依
り
外
国

人
投
資
事
業
を
営
む
た
め
に
設
立
す
る
場
合
に
は
、
例
外
と
し
て
持
株
会
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社
の
設
立
が
認
め
ら
れ
て
い
た
(
改
正
前
八
線
二
項
)
。
こ
れ
が
解
禁
に

な
っ
た
の
は
、
一
九
九
九
年
二
月
五
日
に
改
正
(
公
布
)
さ
れ
た
、
独
占

(μ) 

規
制
法
(
法
律
第
五
八
二
五
銃
)
に
依
っ
て
で
あ
る
。

帥
研
究
会
で
は
、
和
田
直
範
教
授
が
、
改
正
の
前
後
に
亘
っ
て
、
此
の

問
題
を
集
中
的
に
研
究
、
報
告
さ
れ
た
。
ま
ず
、
改
正
前
に
つ
い
て
は

「
日
本
に
お
け
る
企
業
結
合
規
制
l
持
株
会
社
解
禁
論
を
中
心
に
|
」
と

題
し
て
、
①
持
株
会
社
禁
止
規
定
(
九
候
)
の
変
遷
、
②
九
僚
が
禁
止
し

て
い
る
持
株
会
社
、
③
持
株
会
社
の
意
義
、
④
持
株
会
社
禁
止
規
定
の
問

題
点
、
⑤
持
株
会
社
禁
止
規
定
の
見
直
し
論
、
⑥
見
直
し
の
方
向
、
⑦
独

占
禁
止
法
改
正
案
等
に
つ
い
て
、
詳
細
で
網
羅
的
な
報
告
が
あ
り
、
活
発

な
質
疑
応
答
が
続
い
た
。
特
に
、

H

③
.
持
株
会
社
の
意
義
α

で
は
、
歴

史
的
改
革
l
財
閥
の
復
活
防
止
、
支
配
力
集
中
の
防
止
、
市
場
の
開
放
性
・

透
明
性
の
確
保
に
つ
い
て
の
論
議
が
あ
り
、

H

⑤
.
持
株
会
社
禁
止
規
定

の
見
直
し
論
μ

等
と
と
も
に
、
韓
国
側
の
特
段
の
関
心
の
対
象
と
な
っ
た
。

折
し
も
、
韓
国
の
独
占
規
制
法
の
改
正
を
前
に
、
持
株
会
社
の
解
禁
を
巡
っ

て
激
論
が
続
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
研
究
会
で
は
、
同
時
に
、
紹
介
さ

れ
た
、
か
独
占
禁
止
法
第
四
章
改
正
問
題
研
究
会
の
中
間
報
告
書
(
平
成

七
年
二
一
月
二
七
日

γ
が
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

向
田
教
授
の
法
改
正
後
の
報
告
は
、
「
日
本
の
独
占
禁
止
法
の
現
状
|

公
取
委
の
組
織
強
化
の
た
め
の
改
正
と
持
株
会
社
解
禁
の
改
正
|
」
に
つ

い
て
で
あ
り
、
と
く
に
、
か
持
株
会
社
解
禁
の
改
正
M

に
重
点
を
お
き
、

(
お
)

詳
細
な
報
告
が
あ
っ
た
。
改
正
の
経
緯
に
始
ま
り
、
事
業
支
配
力
の
過
度

の
集
中
を
も
た
ら
す
持
株
会
社
の
禁
止
、
持
株
会
社
の
定
義
、
事
業
支
配

力
の
過
度
の
集
中
、
持
株
会
社
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
許
容
さ
れ
る
持
株
会
社

の
例
、
関
連
規
定
と
の
関
係
、
持
株
会
社
規
制
と
大
規
模
会
社
の
株
式
保

有
総
額
の
制
限
、
持
株
会
社
と
金
融
会
社
の
株
式
保
有
の
制
限
、
金
融
持

株
会
社
法
等
に
か
ん
す
る
問
題
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
持
株
会

社
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
H

で
は
、
三
つ
の
類
型
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

持
株
会
社
解
禁
の
要
件
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
、
九
条
一
項
と
二
項
の
、

「
事
業
支
配
力
が
過
度
に
集
中
す
る
」
こ
と
の
摘
象
的
な
概
念
の
理
解
に

充
分
で
あ
っ
た
と
お
も
う
。
向
田
教
授
は
、
「
お
わ
り
に
」
、
ベ
事
業
支
配

力
が
過
度
に
集
中
す
る
」
か
否
か
の
判
断
基
準
の
一
つ
と
し
て
、
持
株
会

社
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
総
資
産
一
五
兆
円
を
あ
げ
て
い
る
。
:
:
:
巨
大
企

業
や
企
業
集
団
が
持
株
会
社
を
設
立
し
た
り
、
ま
た
そ
の
下
で
結
集
す
る

こ
と
に
対
し
て
は
、
資
産
面
で
の
制
約
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
九
条

の
二
や
一
一
条
の
実
質
的
緩
和
を
み
る
と
、
独
占
禁
止
法
の
一
般
集
中
規

制
は
大
幅
に
後
退
し
た
と
一
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
J

と
結
ん
で
お
ら
れ
る
。

ω日
本
の
独
禁
法
で
、
持
株
会
社
の
解
禁
の
た
め
の
改
正
の
論
議
が
続

け
ら
れ
て
い
る
問
、
殆
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
、
韓
国
で
も
同
じ
持
株
会

社
許
容
問
題
に
つ
い
て
の
賛
否
両
論
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
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料

て
は
、
拙
稿
、
「
韓
国

ν
独
占
規
制
及
、
ぴ
公
正
取
引
に
関
す
る
法
律
μ

の

一
九
九
九
年
改
正
に
つ
い
て
」
の
報
告
論
文
に
ゆ
ず
る
。

独
禁
法
改
正
前
の
持
株
会
社
自
体
を
禁
止
す
る
立
法
は
、
日
本
と
韓
国

だ
け
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
禁
止
の
背
景
は
異
っ
て

い
る
。
日
本
の
場
合
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
財
閥
解
体
と
同
時
に
、
そ
の

復
活
を
防
止
す
べ
く
、
原
始
独
占
禁
止
法
九
条
に
お
い
て
、
財
閥
本
社
の

よ
う
な
持
株
会
社
の
設
立
を
禁
止
す
る
規
定
を
設
け
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
韓
国
の
場
合
は
、
一
九
八
O
年
二
一
月
、
独
占
規
制
法
制

定
当
時
に
は
、
禁
止
規
定
が
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
六
年
二
一
月
の
第
一

次
改
正
に
依
り
、
第
七
条
の
二
を
新
設
し
て
、
二
疋
の
例
外
を
伴
っ
て
、

持
株
会
社
の
設
立
・
転
換
を
禁
止
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
理
由
は
、
企
業
の
経
済
力
集
中
の
防
止
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

Q

そ
れ
が
、
最
近
に
至
っ
て
、
持
株
会
社
の
有
用
論
と
共
に
、
企
業
の
構

造
調
整
を
助
長
し
、
外
国
人
の
投
資
を
容
易
に
す
る
た
め
な
ど
の
理
由
を

あ
げ
て
、
持
株
会
社
許
容
論
が
強
調
さ
れ
、
市
民
団
体
等
の
反
対
に
も
か

か
わ
ら
ず
優
勢
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
政
府
は
持

株
会
社
の
弊
害
の
防
止
策
を
考
慮
し
つ
つ
、
制
限
的
許
容
策
を
と
る
に
至
つ

(
泌
)

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
持
株
会
社
許
容
論
は
、
日
本
の
解
禁
立
法
に

よ
る
影
響
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

川
し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
内
容
に
至
っ
て
は
、
可
成
り
幅
広
い
差

資

呉
が
み
う
け
ら
れ
る
。
即
ち
、
韓
国
独
禁
法
八
条
に
よ
れ
ば
、
何
等
の
条

件
も
付
け
ず
に
、
唯
、
公
取
委
に
申
告
(
届
出
)
さ
え
す
れ
ば
持
株
会
社

の
設
立
ま
た
は
転
換
が
で
き
る
。
そ
の
か
わ
り
に
、
八
条
の
こ
の
規
定
に

よ
り
持
株
会
社
に
は
色
々
な
制
限
が
付
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

持
株
会
社
は
総
資
産
額
を
越
え
る
債
務
を
負
担
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
持

株
会
社
が
所
有
す
べ
き
子
会
社
の
株
式
の
最
低
数
が
制
限
さ
れ
て
い
る

(
子
会
社
の
発
行
株
式
総
数
の
一

O
O
分
の
五
O
以
上
)
。
ま
た
、
持
株

会
社
は
、
子
会
社
以
外
の
国
内
会
社
の
株
式
を
支
配
目
的
に
所
有
し
て
は

な
ら
な
い
し
、
金
融
業
ま
た
は
保
険
業
を
営
む
子
会
社
の
株
式
を
所
有
す

る
持
株
会
社
(
金
融
持
株
会
社
)
は
、
金
融
業
ま
た
は
保
険
業
を
営
む
会

社
以
外
の
国
内
会
社
の
株
式
を
所
有
し
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
一
般

持
株
会
社
(
金
融
持
株
会
社
以
外
の
持
株
会
社
)
は
、
金
融
業
ま
た
は
保

険
業
を
営
む
国
内
会
社
の
株
式
を
所
有
し
て
は
な
ら
な
い
(
一
項
)

0

(

其

の
他
、
八
条
の
二
、
二
項
・
二
一
項
等
の
禁
止
行
為
に
つ
い
て
は
省
く
)
。

詳
し
く
は
、
報
告
拙
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
諸
種
の
禁

止
行
為
の
規
定
に
対
し
て
、
研
究
会
で
は
、
日
本
よ
り
厳
し
い
と
の
見
方

で
あ
っ
た
。
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(3) 

財
閥
政
策
と
独
占
規
制
法
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ω韓
国
の
財
閥
の
特
徴
、
日
本
の
そ
れ
と
の
比
較
、
独
禁
法
上
の
大
規

模
企
業
集
団
等
に
つ
い
て
は
、
中
山
武
憲
教
授
の
す
ぐ
れ
た
研
究
報
告
が

(
幻
)

あ
る
。
最
近
の
改
正
で
、
と
り
た
て
て
目
を
ひ
く
も
の
に
、
大
規
模
企
業

集
団
に
属
す
る
会
社
の
、
国
内
系
列
会
社
に
対
す
る
債
務
保
証
の
制
限

(
債
務
保
証
限
度
額
)
の
変
化
で
あ
る
。
即
ち
、
第
三
次
改
正
(
一
九
九

二
年
二
一
月
)
で
、
会
社
の
自
己
資
本
の
一

O
O
分
の
二
O
O
を
限
度
と

し
た
も
の
が
(
一

O
条
の
一
己
、
第
五
次
改
正
(
一
九
九
六
年
二
一
月
)

で
、
自
己
資
本
の
一

O
O
分
の
一

O
O
を
限
度
と
す
る
よ
う
に
な
り
(
一

O
条
の
一
二
、
第
六
次
改
正
(
一
九
九
八
年
二
月
)
で
は
、
大
規
模
企
業

集
団
に
属
す
る
会
社
は
、
二
疋
の
例
外
の
場
合
を
除
い
て
、
圏
内
系
列
会

社
に
対
し
て
債
務
保
証
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
(
一

O
条
の

二
、
一
項
)
。
第
六
次
改
正
法
で
は
、
さ
ら
に
、
既
存
債
務
保
証
を
所
定

の
時
期
ま
で
に
解
消
す
る
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
(
一

O
条
の
三
)
。
系

列
会
社
聞
の
債
務
保
証
の
も
た
ら
す
弊
害
を
防
ぐ
た
め
も
の
で
は
あ
る
が
、

財
閥
に
対
す
る
規
制
の
強
化
策
と
み
ら
れ
て
い
る
。

川
財
閥
に
対
す
る
規
制
と
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
大
規
模
企
業
集

団
の
系
列
会
社
の
調
査
と
関
連
し
て
金
融
取
引
情
報
要
求
を
み
と
め
(
五

O
条
五
項
1
八
項
)
、
企
業
結
合
行
為
(
七
条
一
項
・
三
項
)
に
対
す
る

是
正
措
置
に
応
じ
な
い
場
合
に
履
行
強
制
金
を
賦
課
し
て
経
済
的
な
負
担

を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
是
正
措
置
を
強
制
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
(
法
一
七
条
の
二
)

0

同
第
七
次
改
正
法
(
一
九
九
九
年
二
月
)
の
重
点
は
財
問
の
規
制
(
第

三
一
章
「
企
業
結
合
の
制
限
お
よ
び
経
済
力
の
集
中
」
の
改
正
)
に
あ
る
と

い
え
よ
う
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
の
制
度
は
、
こ
れ
か
ら
先
き
政
府
の
財

閥
政
策
と
の
関
連
で
相
当
に
重
要
な
作
用
を
し
そ
う
で
あ
る
。
持
株
会
社

の
行
為
制
限
(
新
法
人
条
の
二
)
も
そ
う
で
あ
る
。
特
に
、
目
下
、
問
題

に
な
っ
て
い
る
五
大
財
閥
に
対
す
る
政
府
の
態
度
は
可
成
り
強
硬
で
あ
る
。

最
近
(
一
九
九
九
年
八
月
九
日
)
、
金
大
中
大
統
領
は
首
席
秘
書
官
会
議

で
財
関
改
革
に
関
す
る
報
告
を
受
け
た
あ
と
、
財
閥
改
革
の
完
遂
を
指
示

し
な
が
ら
、
財
閥
改
革
の
推
進
を
絶
対
に
遅
延
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い

と
い
う
、
強
い
意
志
を
関
係
部
庁
(
省
庁
)
に
伝
達
す
る
よ
う
、
首
席
秘

書
官
に
命
じ
、
関
係
官
は
官
職
を
賭
し
て
財
閥
改
革
を
推
進
す
べ
き
で
あ

り
、
財
閥
の
意
の
如
く
な
る
よ
う
な
国
に
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
明
言
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
(
毎
日
経
済
一
九
九
九
年
八
月
ご
二
日
三
頁
)
。

こ
こ
で
い
う
、
財
閥
と
は
所
謂
五
大
財
閥
を
さ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
八

月
一
五
日
、
独
立
記
念
館
に
於
け
る
祝
辞
で
は
、
特
に
、
財
閥
政
策
に
重

点
を
置
き
、
グ
歴
史
上
、
財
問
を
改
革
す
る
最
初
の
大
統
領
に
な
る
。
旨

を
明
ら
か
に
し
、
具
体
的
に
は
、
相
互
支
払
保
証
の
禁
止
、
循
環
出
資
に

よ
る
内
部
取
引
の
遮
断
、
産
業
資
本
の
金
融
支
配
の
防
止
、
第
六
次
改
正

(
一
九
九
八
年
二
月
)
で
廃
止
さ
れ
た
出
資
総
額
の
制
限
(
苗
法
一

O
条
)
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手4

の
復
活
等
、
。
新
財
閥
政
策
。
と
も
い
う
べ
き
方
針
を
言
明
し
な
が
ら
、

。
市
場
は
財
関
を
願
わ
な
い
。
と
い
う
一
句
ま
で
残
し
た
(
毎
日
経
済
一

九
九
九
年
八
月
二
ハ
日
一
頁
、
四
頁
)
。
以
上
の
声
明
に
対
し
て
、
結
局
、

今
の
政
府
は
か
財
閥
を
解
体
す
る
方
向
に
向
っ
て
い
る
。
と
の
分
析
を
し

て
い
る
新
聞
も
あ
る
(
朝
鮮
日
報
、
一
九
九
九
年
八
月
一
六
旦
二
頁
)
。

資

(4) 

公
取
委
の
組
織
強
化
・
執
行
力
強
化

川
日
本
の
独
禁
法
の
一
九
九
六
年
(
平
成
八
年
)
改
正
に
つ
い
て
は
、

向
田
教
授
の
報
告
論
文
(
「
日
本
の
独
占
禁
止
法
の
現
状
」
)
で
前
述
の
通

り
だ
が
、
そ
の
第
一
の
主
要
な
改
正
点
は
公
取
委
の
組
織
強
化
に
な
っ
て

い
る
。
報
告
に
よ
れ
ば
、
こ
の
度
の
改
正
は
、
政
府
の
「
規
制
緩
和
推
進

計
画
」
(
一
九
九
五
)
に
基
く
課
題
に
際
え
、
公
取
委
の
業
務
の
機
動
性
、

効
率
性
、
政
策
立
案
・
調
整
機
能
の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
が
、
上
の
「
計
画
」
に
は
、
公
的
規
制
の
緩
和
・
撤
廃
お
よ
び
市
場
原

理
と
自
己
責
任
に
基
ず
く
自
由
な
経
済
社
会
を
め
、
ざ
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
、
併
せ
て
「
競
争
政
策
の
積
極
的
展
開
」
が
主
要
な
事
項
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
公
取
委
は
具
体
的
重
点
課
題
と
し
て
四
項
目
を
あ
げ

て
い
る
が
、
そ
の
①
が
、
執
行
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
②
が
、

規
制
緩
和
の
推
進
に
よ
る
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
積
極
的
活
用
、
③
が
、
規

制
緩
和
に
伴
う
公
正
な
競
争
の
確
保
で
あ
る
。
向
田
教
授
に
よ
れ
ば
、
今

回
の
改
正
が
真
に
公
取
委
の
強
化
と
な
っ
た
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
は

疑
問
を
な
げ
て
お
ら
れ
る
。

ω一
方
、
韓
国
の
独
禁
法
の
三
次
に
亘
る
改
正
に
就
て
は
、
既
に
述
べ

(
お
)

た
よ
う
に
、
中
山
武
憲
教
授
と
、
拙
稿
に
よ
る
報
告
が
あ
り
、
中
山
教
授

の
、
「
大
競
争
時
代
に
お
け
る
韓
国
競
争
政
策
」
に
つ
い
て
の
報
告
で
も
、

か
執
行
力
の
強
化
。
に
関
す
る
規
定
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
が
‘
一
九

九
四
年
一
二
月
の
(
第
四
次
)
法
改
正
に
遡
っ
て
、
公
取
委
の
組
織
強
化
・

執
行
力
の
強
化
に
つ
い
て
の
改
正
の
内
容
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で

あ
る
。
韓
国
の
公
正
取
引
委
員
会
は
、
も
と
は
、
経
済
企
画
院
長
官
の
所

属
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
九
四
年
二
一
月
(
第
四
次
)
改
正
に
依
っ
て
、

国
務
総
理
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
政
府
組
織
法
に
依
る
中
央
行
政
機

関
と
し
て
所
管
事
務
を
行
い
(
三
五
条
)
、
委
員
長
は
国
務
(
内
閣
)
会

議
に
出
席
し
、
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
地
位
は
長
官
(
大
臣
)
級

で
あ
る
(
三
八
条
)
。
こ
の
改
正
に
依
っ
て
、
公
取
委
の
地
位
は
高
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
公
正
取
引
委
員
会
が
国
務
総
理
に
所
属
す
る
と
し
た
の

は
、
日
本
で
、
公
取
委
が
内
閣
総
理
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
と
定
め
た
独

禁
法
二
七
条
二
項
に
範
を
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
五
次
改
正
で
は
、

公
正
取
引
委
員
の
数
を
七
人
か
ら
九
人
に
ふ
や
し
(
非
常
任
委
員
も
二
人

か
ら
四
人
に
増
加
)
(
三
七
条
一
項
)
、
委
員
長
・
副
委
員
長
を
政
府
委
員
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と
す
る
一
方
(
三
七
条
四
項
)
、
委
員
会
の
会
議
は
全
員
会
議
と
小
会
議

と
に
分
類
し
、
会
議
の
議
長
は
、
審
判
廷
の
秩
序
維
持
の
為
め
に
必
要
な

措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
し
た
(
三
七
条
の
二
、
三
七
条
の

三
、
四
二
条
、
四
三
条
の
二
)
等
で
あ
る
。
第
七
次
改
正
で
は
、
委
員
長
・

副
委
員
長
の
職
務
代
行
者
を
定
め
る
外
(
三
八
条
三
項
)
、
公
取
委
の
事

件
に
関
す
る
議
決
の
合
議
は
公
開
し
な
い
こ
と
に
し
た
(
四
三
条
二
項
)
。

公
正
な
結
論
を
確
保
す
る
為
め
で
あ
る
が
、
審
理
と
議
決
は
公
開
す
る
点

で
、
改
正
前
と
変
ら
な
い
。

制
次
に
、
執
行
力
の
強
化
策
の
面
で
は
、
第
七
次
(
一
九
九
九
年
)
改

正
を
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
前
述
の
、
履
行
強
制
金
制
度
の

新
設
(
一
七
条
の
二
)
、
公
取
委
の
金
融
取
引
情
報
要
求
権
(
五
O
条
五
1

八
項
)
等
は
、
改
正
に
際
し
て
最
も
議
論
の
多
か
っ
た
点
で
あ
る
。
詳
細

は
報
告
論
文
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

東アジア文化と近代法

4 

不
公
正
な
取
引
方
法

ω「
.
不
公
正
な
取
引
方
法
」
に
就
い
て
は
、
日
本
で
は
、
昭
和
五
七
年

六
月
一
八
日
の
「
公
取
委
告
示
一
五
」
が
あ
る
。

韓
国
で
は
、
一
九
九
六
年
一
月
の
独
占
規
制
法
の
改
正
で
、
①
「
不
公

正
な
取
引
方
法
の
類
型
・
基
準
」
を
大
統
領
令
(
施
行
令
)
で
定
め
る
こ

と
に
な
り
(
改
正
前
は
公
取
委
が
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
)
(
法
二

三
条
二
項
)
、
②
過
徴
金
に
関
す
る
二
四
条
の
こ
で
は
、
但
書
を
新
設
し

て
、
売
出
額
が
な
い
場
合
に
は
、
五
億
ウ
ォ
ン
を
こ
え
な
い
範
囲
内
で
過

徴
金
を
賦
課
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
し
た
。
①
は
、
法
的
安
定
を
考

慮
し
た
も
の
で
あ
り
、
②
は
、
過
徴
金
賦
課
の
基
準
の
必
要
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
の
改
正
で
は
、
①
公
取
委
の
是
正
措
置
命
令
の

内
容
と
し
て
、
「
訂
定
広
告
」
が
削
除
さ
れ
(
法
二
四
条
)
、
問
主
事
業
者
ま

た
は
事
業
者
団
体
が
自
律
的
に
定
め
る
か
公
正
取
引
規
約
。
の
目
的
を

「
不
当
な
顧
客
の
誘
引
を
防
止
す
る
た
め
」
と
限
定
し
た
(
改
正
前
は
、

「
『
不
当
な
顧
客
の
誘
引
と
虚
偽
ま
た
は
消
費
者
を
欺
騎
す
る
か
も
し
く

は
誤
認
さ
せ
る
う
れ
い
が
あ
る
表
示
・
広
告
を
防
止
す
る
た
め
』
に
自
律

的
に
グ
公
正
取
引
規
約
。
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
な
っ
て
い
た
)

(
法
二
三
条
四
項
)
。
ま
た
、
③
不
公
正
な
取
引
方
法
の
禁
止
に
関
す
る
、

独
占
規
制
法
二
三
条
-
項
六
号
、
が
、
)
九
九
九
年
の
改
正
で
、
削
除
さ
れ

た
。
法
二
三
条
一
項
六
号
は
、
。
事
業
者
、
商
品
又
は
役
務
に
つ
い
て
虚

偽
ま
た
は
消
費
者
を
欺
蹴
す
る
か
誤
認
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
標
識
・
広
告

(
商
号
の
使
用
を
含
む
)
を
す
る
。
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
削
除
し
た
の

は
、
。
消
費
者
保
護
機
能
の
強
化
。
策
と
し
て
、
不
当
な
表
示
・
広
告
を

効
果
的
に
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
表
示
・
広
告
法
の
制
定
を
前
提
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
「
表
示
広
告
の
公
正
化
に
関
す
る
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法
律
」
(
一
九
九
九
年
二
月
五
目
、
法
律
五
八
一
四
号
)
が
、
一
九
九
九

(m) 

年
七
月
一
日
か
ら
施
行
中
で
あ
る
。
上
の
一
①
と
②
の
改
正
も
、
こ
の
特

別
法
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

川
何
日
本
の
「
不
公
正
な
取
引
方
法
の
規
定
と
規
制
の
内
容
」
に
関
し
て

(
初
)

は
、
稗
貫
俊
文
教
授
の
報
告
が
あ
っ
た
。
内
容
は
、
①
P

不
公
正
な
取
引

方
法
の
規
定
の
構
造
。
で
は
、
一
九
条
の
規
定
と
そ
の
関
連
規
定
、
二
条

九
項
の
定
義
と
公
取
委
の
告
示
(
指
定
)
、
一
般
指
定
の
行
為
類
型
、
適

用
例
外
規
定
(
二
四
条
の
二
)
、
排
除
措
置
(
二

O
条
)
に
関
す
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
指
定
再
販
と
著
作
物
の
法
定
再
販
、
保
有
株
式
の
処
分

(
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)
に
も
論
及
が
あ
っ
た
。
②
。
不
公
正
な
取
引
方
法
の

体
系
的
な
位
置
づ
け
。
で
は
、
私
的
独
占
の
予
防
規
定
(
宮
町
目
立
町
ロ
ミ

4
z
gミ
)
、
独
自
の
役
割
の
認
識
(
寡
占
市
場
に
お
け
る
流
通
系
列
化
、

閉
鎖
的
流
通
・
取
引
慣
行
)
が
論
じ
ら
れ
、

3
・
m
公
正
競
争
阻
害
性

(
「
公
正
な
競
争
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
」
)
に
つ
い
て
。
で
は
、

a.
不
公

正
な
取
引
方
法
の
反
競
争
的
影
響
の
程
度
、

b
.
公
正
競
争
阻
害
性
の
意

義、

c.

一
般
指
定
に
お
け
る
公
正
競
争
阻
害
性
の
取
り
扱
い
、

d
.
公

正
競
争
阻
害
と
正
当
事
由
等
を
内
容
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

a.
で
は
、

「
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の
で
あ
る

必
要
は
な
く
、
あ
る
程
度
に
お
い
て
公
正
な
自
由
競
争
を
妨
げ
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
場
合
で
足
り
る
」
と
の
、
第
一
次
大
正
製
薬
事
件

料資

昭
和

八
年
三
月
二
八
日
審
決
を
引
用
さ
れ
た
。

b
.
「
公
正
競
争
阻
害
性
」
で

は
、
①
事
業
者
相
互
間
の
自
由
な
競
争
が
妨
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
②

自
由
な
競
争
が
価
格
・
品
質
・
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
も
の
(
能
率
競

争
)
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
な
競
争
が
秩
序
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

(
競
争
手
段
の
公
正
さ
の
確
保
)
、
③
取
引
主
体
が
取
引
の
許
否
及
び
取

引
条
件
に
つ
い
て
自
由
か
つ
自
主
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
引
が

行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
、
自
由
な
競
争
の
基
盤
が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

(
自
由
競
争
基
盤
の
確
保
)
が
論
ぜ
ら
れ
た
。

c.

グ
一
般
指
定
に
お
け

る
公
正
競
争
阻
害
性
の
取
り
扱
い
。
で
は
、
問
題
点
と
し
て
、
共
同
の
取

引
拒
絶
(
一
項
)
k
不
当
廉
売
(
六
項
)
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、

d
.

で
は
、
和
光
堂
粉
ミ
ル
ク
再
販
価
格
維
持
事
件
上
告
審
判
決
(
最
判

昭
和
五
O
年
七
月
一

O
日
)
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
事
件
大
阪
地
裁

判
決
(
大
阪
地
判
平
成
二
年
七
月
三
O
日
)
等
が
引
用
さ
れ
た
。
最
後
に
、

④
。
最
近
の
実
務
上
の
話
題
と
問
題
。
と
し
て
は
、
「
流
通
・
取
引
慣
行

に
関
す
る
独
占
禁
止
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
(
一
九
九
一
.
七
.
一
一
.
)

に
も
論
及
し
、
さ
ら
に
、
対
面
販
売
の
不
履
行
・
出
荷
停
止
・
契
約
破
棄

に
就
い
て
の
「
富
士
喜
・
資
生
堂
」
事
件
に
関
す
る
東
京
地
裁
の
判
決
等

の
引
用
も
参
考
に
な
っ
た
。

制
「
日
本
に
お
け
る
不
当
廉
売
規
制
」
に
つ
い
て
は
、
中
川
寛
子
助
教

(
汎
)

授
に
よ
る
研
究
報
告
が
あ
り
、
ま
ず
、
①

J
規
制
根
拠
。
と
し
て
、
独
禁
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法
三
条
前
段
「
私
的
独
占
」
(
排
除
行
為
)
、
同
一
九
条
「
不
公
正
な
取
引

方
法
一
般
指
{
疋
」
第
六
項
前
段
の
文
言
に
つ
い
て
の
論
及
が
あ
っ
た
。
続

い
て
、
②

m
規
制
基
準
・
違
法
性
判
断
基
準
8

に
つ
い
て
は
、
「
日
本
の

独
禁
法
で
は
、
不
当
廉
売
は
一
般
指
定
六
項
前
段
を
典
型
と
し
、
従
っ
て

原
価
を
下
回
る
価
格
を
主
た
る
規
制
対
象
と
す
る
。
ま
た
、
価
格
が
原
価

割
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
違
法
と
な
る
の
で
は
な
く
、
公
正
競
争
阻

害
性
の
あ
る
、
原
価
割
れ
販
売
の
み
が
規
制
の
対
象
に
な
る
」
と
前
提
し
、

判
審
決
お
よ
び
公
取
委
の
示
し
た
「
考
え
方
」
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
ル
ー

ル
に
つ
い
て
の
説
明
に
続
い
て
、
価
格
が
原
価
割
れ
で
あ
る
か
否
か
の
判

断
に
就
て
の
公
取
委
の
実
務
に
も
論
及
し
、
さ
ら
に
、
近
年
の
学
説
と
し

て
、
「
供
給
に
要
す
る
費
用
」
を
平
均
総
費
用
(
〉
〈
刊
包
加
問
、

E
E
9
2
)

と
解
す
る
立
場
、
限
界
費
用
(
富
民
間
吉
弘

n
o
g
な
い
し
平
均
可
変
費
用

言
語
『
血
清
〈
吉
谷
町
内
。
問
問
)
と
み
る
説
等
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
公
正

競
争
阻
害
性
に
つ
い
て
の
、
「
東
京
都
屠
畜
場
事
件
」
(
最
判
平
成
元
年
一

一
一
月
一
四
日
)
に
つ
い
て
の
評
釈
と
、
正
当
化
事
由
の
具
体
的
な
種
種
の

場
合
に
か
ん
す
る
論
議
も
、
日
本
に
お
け
る
実
際
の
運
営
の
実
体
に
接
す

る
よ
う
で
、
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
と
お
も
う
。
こ
の
外
、
③
日
本
の
判

審
決
と
し
て
は
、
中
部
読
売
新
聞
社
事
件
(
最
判
平
成
元
年
一
-
一
月
一
四

日
)
、
「
マ
ル
エ
ツ
・
ハ
ロ

l
マ
l
ト
事
件
」
(
昭
和
五
七
年
五
月
二
八
日

勧
告
審
決
)
、
「
東
京
都
屠
畜
場
事
件
」
(
最
判
平
成
元
年
一
一
一
月
一
四
日
)
、

ア
ー
ス
名
刺
ほ
か
六
名
損
害
賠
償
請
求
事
件
」
(
最
判
平
成
一

O
年
一
一
一

月
一
四
日
)
等
が
引
用
さ
れ
、
有
益
な
討
論
の
資
料
と
し
て
充
分
で
あ
っ
た
。

こ
の
外
、
中
川
助
教
授
の
、
「
不
当
廉
売
規
制
の
展
開
と
違
法
性
判
断

基
準
」
に
関
す
る
論
文
(
法
律
時
報
七
一
巻
一
一
号
l

一
九
九
九
l
所
収
)

も
、
上
の
報
告
の
内
容
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
、
す
ぐ
れ
た
研
究
で
あ

る
と
お
も
う
。

制
一
方
、
韓
国
の
独
占
規
制
法
の
方
か
ら
は
、
朴
士
口
俊
教
授
に
よ
る
、

(
幻
)

「
韓
国
不
公
正
取
引
行
為
の
審
決
動
向
」
の
報
告
が
あ
る
。
韓
国
独
占
規

制
法
(
一
九
八
O
年
一
二
月
三
一
日
制
定
)
施
行
一
五
周
年
を
迎
え
る
に

当
っ
て
、
法
人
玉
体
を
体
系
的
に
概
観
し
、
不
公
正
取
引
行
為
に
就
い
て
は
、

取
引
拒
絶
其
の
他
の
九
個
の
類
型
別
に
、
其
の
問
の
審
決
例
を
要
約
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
法
適
用
の
実
績
を
整
理
し
、
「
結
語
」
で
、

f
不
公
正
取

引
行
為
。
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
結
ん
で
お
ら
れ
る
。
①
制
限
的
に
列
挙

さ
れ
て
い
る
不
公
正
取
引
行
為
の
類
型
を
例
示
的
ま
た
は
包
括
的
に
禁
止

す
べ
き
で
あ
る
、
②
不
公
正
取
引
行
為
の
被
害
者
に
対
し
て
私
的
救
済
方

法
を
認
め
る
こ
と
、
③
不
公
正
取
引
行
為
の
被
害
者
は
多
数
で
あ
り
、
広

範
囲
で
あ
る
か
ら
、
被
害
者
を
効
果
的
に
救
済
す
る
為
に
は
、
集
団
訴
訟

制
度
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
中
、
①
の
部
分
は
、
一
九
九
九

年
一
月
の
改
正
で
、
朴
教
授
の
主
張
の
通
り
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
即

ち
、
第
二
三
条
(
不
公
正
取
引
行
為
の
禁
止
)
一
項
に
八
号
を
新
設
し
て
、
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料

次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。
「
第
一
号
乃
至
第
七
号
以
外
の
行
為
に
し
て
、

公
正
な
取
引
を
阻
害
す
る
う
れ
い
が
あ
る
行
為
」
。
こ
の
八
号
の
規
定
は
、

可
成
り
包
括
的
で
あ
る
。
改
正
前
の
限
定
的
列
挙
主
義
で
は
、
実
質
的
に

新
た
な
形
態
の
不
公
正
取
引
行
為
が
案
出
さ
れ
た
場
合
に
、
規
制
の
対
象

の
外
に
お
か
れ
る
の
で
、
一
々
、
法
改
正
の
手
続
を
ふ
ま
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
の
が
問
題
で
あ
る
と
の
、
朴
教
授
の
指
摘
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
た
び
の
八
号
の
新
設
で
、
こ
の
問
題
は
立
法
的
に
解
決
さ
れ
た
わ
け

資

で
あ
る
。結

び

以
上
の
べ
た
通
り
、
日
韓
の
独
占
禁
止
法
の
立
法
の
目
的
は
共
通
し
て

い
る
と
い
え
る
が
、
そ
の
背
景
と
立
法
当
時
の
機
能
は
相
異
す
る
。
独
占

禁
止
法
の
目
的
は
、
共
に

d
Eず
の
促
進
。
で
あ
る
が
、
公
取
委
の
組
織

の
強
化
と
執
行
力
の
強
化
の
面
で
は
同
じ
方
向
を
た
ど
り
な
が
ら
、
競
争

政
策
の
面
で
は
韓
国
の
方
が
は
る
か
に
強
硬
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
最
近
の
韓
国
の
独
禁
法
の
改
正
が
、
経
済
力
集
中
に
対
す
る
抑

制
を
強
化
し
、
持
株
会
社
を
認
め
な
が
ら
諸
種
の
行
為
を
禁
じ
、
大
規
模

企
業
集
団
に
属
す
る
会
社
の
系
列
会
社
に
対
す
る
債
務
保
証
を
禁
止
す
る

な
ど
、
諸
方
面
か
ら
の
、
規
制
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
具
体

化
さ
れ
、
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
韓
国
大
統
領
の
財
閥
に
対
す

る
先
程
の
政
策
声
明
は
、
こ
れ
ら
の
改
正
法
の
実
践
、
こ
れ
か
ら
先
の
法

改
正
な
ら
び
に
競
争
政
策
と
法
運
営
の
方
向
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。
一
九
九
九
年
の
二
度
目
の
独
禁
法
の
改
正
(
一
九
九
九
年
二
一
月

二
八
日
公
布
、
二
0
0
0
年
四
月
一
日
施
行
)
は
、
早
速
の
実
践
と
み
ら

れ
よ
、
っ
。

(
一
九
九
九
年
一
一
月
二
九
日
脱
稿
後
二
0
0
0
年
六
月
末
現
在
ま
で
の

法
改
正
を
若
干
補
筆
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
)
。

註
(
l
)
今
村
和
成
、
独
占
禁
止
法
入
門
、
有
斐
閣

九
頁
。

(
2
)
ゴ
ニ
紛
事
件
e

と
は
、
小
麦
粉
・
砂
糖
及
び
セ
メ
ン
ト
を
、
一
部

の
大
企
業
が
寡
占
し
て
価
格
等
を
操
作
し
た
事
件
で
あ
る
。
政
府

は
こ
れ
を
契
機
に
し
て
、
大
企
業
の
独
寡
占
に
依
る
弊
害
を
防
ぐ

為
め
の
規
制
立
法
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
立
法
に
ふ
み
き
っ
た
の

で
あ
る
。
此
れ
ら
の
立
法
に
対
す
る
業
界
の
温
止
等
に
つ
い
て
は
、

拙
著
、
経
済
法
、
ソ
ウ
ル
法
経
出
版
赴
、
一
九
九
三
。
五
七
頁
以

下
参
照
。

(
3
)
厚
火
口
裏
見
、
独
占
禁
止
法
入
門
〈
新
版
¥
日
本
経
済
新
聞
社
、

昭
和
六
二
年
、
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一
九
九
七
、
二
四
頁
以
下

(
4
)

一
僚
は
次
の
通
り
で
あ
る
o

J
」
の
法
は
事
業
者
の
市
場
支
配
的

地
位
の
濫
用
と
過
度
な
経
済
力
の
集
中
を
防
ぎ
、
不
当
な
共
同
行

為
及
び
不
公
正
な
取
引
行
為
を
規
制
し
、
公
正
か
っ
自
由
な
競
争

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
創
意
的
な
企
業
活
動
を
助
長
し
、

消
費
者
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
国
民
経
済
の
均
衡
の
と
れ
た
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
。

(
5
)
今
村
成
和
、
前
掲
書
、
一
九
頁

(6)
厚
谷
裏
児
、
前
掲
書
、
三
六
頁
一
一
九
九
五
年
八
月
二
九
日
、

研
究
会
報
告
書
ヲ
日
本
に
お
け
る
経
済
法
。
)
、
六
頁
。

(
7
)
例
え
ば
、
経
済
企
画
院
、
砂
独
占
規
制
及
び
公
正
去
来
(
取
引
)

法
律
審
決
集

(I)
・
(E)
に
よ
れ
ば
、
早
く
も
、
一
九
八
一
年

六
月
一
一
一
一
日
付
き
の
是
正
命
令
が
、
三
星
電
子
(
株
)
の
虚
偽
広

告
に
対
し
て
出
さ
れ
、
さ
ら
に
、
一
九
八
一
年
六
月
二
九
日
付
き

で
、
(
株
)
金
星
社
の
虚
偽
誇
張
広
告
に
対
し
て
是
正
命
令
が
出
る

な
ど
、
矢
つ
ぎ
、
は
や
に
、
規
制
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
因
み
に
、

韓
国
独
占
規
正
法
は
、
一
九
八
O
年
二
一
月
三
一
日
に
公
布
、
一

九
八
一
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
。

(8)
石
油
価
格
協
定
刑
事
事
件
の
最
高
裁
判
決
、
昭
和
五
九
年
二
月

二
四
日

(
9
)
厚
谷
義
見
、
前
掲
書
、
二
六
頁
一
包
装
用
ラ
ッ
プ
カ
ル
テ
ル
刑

事
事
件
東
京
高
裁
判
決
(
平
成
五
年
五
月
一
一
一
日
)
。

(
叩
)
神
貫
俊
文
、
。
戦
後
の
対
日
直
接
投
資
の
規
制
と
競
争
政
策

l

残
存
す
る
官
民
協
調
と
そ
の
法
意
識
へ
の
影
響

1
8
『
社
会
科
学

研
究
』
第
五
O
巻
第
四
号
(
一
九
九
九
年
三
月
)
、
一

O
八
頁
。

(
日
)
禅
貫
俊
文
、
前
掲
論
文
、
一

O
O
頁
、
一

O
九
頁
。

(
ロ
)
こ
の
、
公
正
去
来
法
(
独
占
規
正
法
)
の
改
正
の
為
め
の
民
官

合
同
委
員
会
に
よ
る

n
公
正
去
来
法
(
独
占
規
制
法
)
改
正
勧
告

案
。
は
、
中
山
武
憲
、
。
韓
国
独
占
禁
止
法
に
お
け
る
更
な
る
改
正

の
動
き
に
つ
い
て
ヘ
企
業
法
研
究
、
一
九
九
九
年
三
月
名
古
屋
経

済
大
学
企
業
法
研
究
所
、
一
九
二
頁
以
下
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
こ
の
論
文
は
、
北
大
法
学
論
叢
第
五
O
巻
第
二
号
(
一
九
九
九
・

七
)
及
び
、
名
経
法
学
(
名
古
屋
経
済
大
学
法
学
会
)
第
七
号

(
一
九
九
九
・
一
二
)
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
凶
)
李
南
基
、
か
独
占
禁
止
法
の
側
面
か
ら
見
た
最
近
の
競
争
政
策
動

向
に
関
す
る
研
究
九
一
九
九
六
・
二
。

(
日
)
厚
谷
義
兄
、
，
日
本
に
お
け
る
経
済
法
ヘ
一
九
九
五
年
八
月
二

九
日
報
告
。

(
日
)
こ
の
論
文
は
厚
谷
教
授
の
北
大
に
お
け
る
最
終
講
義
の
内
容
で

も
あ
る
(
一
九
九
八
・
一
・
二
O
)
。

(
口
)
具
体
的
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
、
北
大
論
集
第
四

八
巻
第
二
巻
第
二
号
四
八
(
一
了
一
七
二
四
三
九
頁
以
下
。

(
同
)
第
六
次
改
正
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
中
山
武
憲
教
授
の

前
掲
論
文
、
名
経
法
学
第
七
号
一
一
二
三
頁
以
下
参
照
。

(
印
)
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
九
年
九
月
一
八
日
延
世
大
に
於
け

る
共
同
研
究
会
で
の
、
洪
復
基
教
授
に
よ
る
、
「
韓
国
独
占
禁
止
法

北法51(6・183)2055



料

の
改
正
案
」
と
題
し
て
の
報
告
が
あ
る
。

(
却
)
こ
の
制
限
に
対
し
て
は
、
新
株
発
行
、
株
式
配
当
ま
た
は
櫓
保

権
の
実
行
な
ど
に
よ
る
新
株
の
取
得
な
ど
の
例
外
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
法
一
O
条
但
書
。

(
幻
)
公
正
去
来
委
員
会
、
総
括
政
策
課
、
か
改
正
「
独
占
規
制
及
び
公

正
去
来
に
関
す
る
法
律
と
施
行
例
」
説
明
資
料
、
二
C
O
O
-
四
・

一
、
七
頁
。

(
辺
)
不
当
支
援
行
為
一
法
二
三
条
一
号
に
よ
れ
ば
、
事
業
者
は

H

不

当
に
特
殊
関
係
人
ま
た
は
他
の
会
社
に
対
し
て
仮
支
給
金
(
仮
支

払
金
)
・
貸
与
金
・
人
力
(
労
力
)
・
不
動
産
・
有
価
証
券
・
無
体

財
産
権
等
を
提
供
す
る
か
、
も
し
く
は
著
し
く
有
利
な
条
件
で
取

引
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
殊
関
係
人
ま
た
は
他
の
会
社
を
支
援
す

る
行
為
。
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

(
お
)
向
田
直
範
、
「
日
本
の
独
占
禁
止
法
の
現
状

l
公
取
委
の
組
織

強
化
の
た
め
の
改
正
と
持
株
会
社
解
禁
の
改
正

l
」
、
一
九
九
八
・

七
・
二
一
、
研
究
会
報
告
。

(
担
)
一
九
九
九
年
八
月
一
一
一
一
一
目
、
北
大
に
於
け
る
研
究
会
で
の
報
告

論
文
拙
稿
、
「
韓
国
グ
独
占
規
制
及
び
公
正
取
引
に
関
す
る
法
律
。

の
一
九
九
九
年
改
正
に
つ
い
て
」
。

(
お
)
一
九
九
八
年
七
月
一
一
一
日
の
共
同
研
究
会
で
の
報
告
。

(
出
)
朴
士
口
俊
・
林
雄
基
・
洪
復
基
、
「
持
株
会
社
に
関
す
る
研
究
|

持
株
会
社
の
禁
止
と
規
制
緩
和
に
関
す
る
論
議
を
中
心
に

l
」

(
上
場
協
研
究
報
告
書
九
七
i
一
一
)
、
一
九
九
七
・
九
。
韓
国
上
場

資

会
社
協
議
会
、
五
五
頁
以
下
参
照
:
拙
稿
、
「
経
済
法
の
変
遷
」
法

制
研
究
第
一
五
号
、
一
九
九
八
、
二
一
五
頁
以
下
。

(
幻
)
中
山
武
憲
、
か
韓
国
独
占
禁
止
法
第
六
次
改
正
と
そ
の
内
容
ヘ

名
経
法
学
第
七
口
す
ご
九
九
九
)
、
二
二
九
頁
以
下
。

(
m
A
)

第
五
次
改
正
(
一
九
九
六
年
一
二
月
公
布
)
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
、
ご
九
九
六
年
韓
国
「
独
占
規
制
及
、
び
公
正
取
引
に
関
す
る
法

律
」
の
改
正
。
(
五
次
)
、
北
大
法
学
論
集
第
四
八
巻
第
二
号
(
一

九
九
七
年
七
月
)
に
所
収
。

第
六
次
改
正
(
一
九
九
八
年
二
月
公
布
)
に
つ
い
て
は
、
中
山

武
憲
、
よ
韓
国
独
占
禁
止
法
第
六
次
改
正
と
そ
の
内
容
ぺ
名
経
法

学
第
七
号
(
一
九
九
九
)
に
所
収
。

第
七
次
改
正
ご
九
九
九
年
二
月
公
布
)
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、

か
韓
国
「
独
占
規
制
及
び
公
正
取
引
に
関
す
る
法
律
」
の
一
九
九

九
年
改
正
に
つ
い
て
ぺ
と
題
し
て
、
一
九
九
九
年
八
月
二
三
日
研

究
会
(
於
北
大
)
で
報
告
。

(
ぬ
)
こ
の
法
律
の
制
定
前
の
法
案
に
つ
い
て
、
中
山
武
憲
教
授
の
、

「
韓
国
表
示
広
告
公
正
化
法
(
案
)
」
、
企
業
法
研
究
第
一
一
号
一

九
九
九
・
三
、
二
五
五
頁
以
下
参
照
。

(
加
)
一
九
九
五
年
一
O
月
一
五
日
名
古
屋
大
学
に
お
け
る
研
究
会
。

(
お
)
一
九
九
九
年
一
O
月
二
O
日
延
世
大
で
の
研
究
会
に
お
け
る

報
告
。

(
臼
)
一
九
九
五
年
一
O
月
一
五
日

究
会
で
の
報
告
。
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